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台
湾
の
専利
商
概
事

務
所
長

を
つ

と
め
て
い
る
陳
燦
臨氏
は
親
日
派
の

多
い
合
的

の
知識
屈
の
な
か
で
も、

評
判
の

。
副

本
び
い
き。

だ。
専
利

商
標
耶
務
所
と
いう

の
は
日
本
で
い

え
ば
特
許
庁
に
あ

た
る。
陳
氏
自
身

も
省エ

ネ
の
炊
飯
器
な
ど

を
考
案
し

て
い
る。

「
日
本
統

治
時
代

に
少

年
時
代

を
過
ご
し

ま
し

た

回凶〕

が、
い
や
な
思
い

を
し

た

〉出ツ

こ
と
は
ほ

と
ん
ど

な
かっ

d内

た。
日
本
人
の
子
供
と
け

い
何日

ん
か
し

た
と
き

な
ど、
担

叫が

任
の
先生
は
『日
本
人
と

同俳
句

し
て

の
務
り
が
な
い

の

一ιお

と
と、
日
本
の
子
供
の

鋤ゆ

力を
き

っ
く
し

か
り
ま
し

罰
炉担

た。
そ
ん
な
と
き、
日
本

h
川蝉

人
が
非
常

に
立
派
に
み

え

跡
臨

ま
し
て

ね」
と
思
い
出
を

E
圃

語
る0

．．．．

 

この
よう

に、
台
湾
の
親
日
派
と

い
わ
れ
る

人
た
ち
は、
多
か
れ
少
な

か
れ、
一
九
四
五

年
ま
で
五
十

年
間

叫 、u
t
H
K
柑
冷
叶
代
AY

Zコ
か
し

い
気
持
ち
で
思
い
出
す
よう
だ。

「
渡
航
証
明
書」
が
必
要

尾銅寄宍命軍

台
湾
と
の
関

係
強
化
を
考え
るべ
き
で

は
な
い

か
と
いう
視
点

を
踏
ま…

…
え

て、
日
台
関

係
の
現
状
を
追っ
て
き

た。
先
進
主

要
国
G
7

の
な
か
で…

…
閣
僚

の
訪
台

を認
め
な
い
唯一

の
国
で
あ
る

と
いう
事

実
を
どう
判
断
し…

…
た
ら
い
い

の
か。
日
台
関

係
は
単

に
両
者
の
問
題
だ
け
で

は
な
く、
周
辺…

…
地
域

の
安
全
保
障
や
経
済
発
展
の
先
行
き

に
も

か
ら
む 。
この

シ
リ
ー

ズ…

…
で
検
証
し
て
き

た
よう

に、
日
台
協
調

に
よっ
て

さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
が…

…
広
が
る

の
で

は
な
い

か。
日
本
側
の
浴
勢
に
失
望
し
て、
台
掛川

側
の
対
日…

…
感
情
に
微
妙
な
変
化
も
出
始

め
て
い
る

と
いう

。
そ
ん
な
陳
氏
で

さ
え、

「
今

の
日

本
を
み
て
い
る

と、
腹
が
立
ち
ま

す」
と
言う

。

陳
氏
は
い

く
つ
か
の
理
由

を
あ
げ

る。
そ

の一
つ
は、
巾
国

に
気
品川
ね

し
て、
台
湾
の
李
登
輝総
統

が
母校

の
京
都
大
学

の
同
窓

会
に
出
席
す
る

た
め
の
訪
日
も
認

め
な
い

と
い
っ

た、
日
本
の
か

た
く
な
な
態
度 。
も

う一
つ
は、
台
湾
か
ら
日
本
へ
の
入

国
手
続
き

の
問
題
だ。
日
本
を
訪
問

し
よう

と
す
る

人
の
すべ
て

が
か
か

わ
る
こ

と
だ
け
に、
深
刻

に
受

け
止

め
るべ
き
で

は
な
い

か、
と
いう。

通
常、

観
光
や
ピ

ヲ
ネ
ス
で
海

外

へ
旅
行
す
る
場

合
に
は、
訪
問
先
の

大
使
館
な
ど
へ
出
向
い
て
ビ
ザ
（
査

祝
）の
ス
タ

ン
プ
をパ
ス
ポ
ー

ト
に

押
し
て
も

ら
え
ば
す
む 。

し
か
し、
現
在、
臼
本
政
府
は
台

湾
の
人
に
対
し
て

は
ピ
ザ
を
発

行
し

て
い

な
い。
台
北、
高
雄
に
あ
る
交

流
協

会
を
通

じて、
香
港

の
日
本
総

領
事
館
が
「
渡

航
証
明
岱」

を
発

行

し、
こ
れ
で
代

用
し
て
い
る

の
で
あ

る。
これ

は
台
湾
当
局
が
発

行
し
て

い
る

パ
ス
ポ
ー
ト

を、
日
本
側

が

「
正
式口 ，、
ベ
吠
1 ・
一
じ
問削
め
て

い
な
い

か
ら
だ。

完聖E

惨195

人
の
流
れ
は
米
国
へ
：・

日
本
側
の
宮
い

分
は
「
内
向
は

〈
外
交
関係
の
な
い

）米
双
岡山

同
な

の
で
ピ
ザ
の
先
行
は
で
き

な
い」

〈
外
務
省

）と
いう
も

の
だ。
し

か

し、
n

本
と
削
械

に
の
問と
外
交
問

係
の
な
い
聞

は
多
い

が、
先
逃
七
カ

国
（
G
7〉

を
は
じ

め、
ほ

と
ん
ど

の
国

は
台
湾
の
パ
ス
ポ
ー

ト
も
有
効

と
み
な
し、
ピ
ザ
を
発

行
し
て
い
る

の
で
あ
る。
こ
れ

だ
け
で
も
台
両

側

の
神
経
を
さ
か
な
で
し
て
き

た
の
だ

が、
U

本
は一
昨

年、
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
る

措
問

を
とっ

た。

そ
れ

は
台
間
に
対
す
る
「
七
十－一

土曜日1 0月30日平成5年（1993�判1 2民反mr亙互2・7 

込日本離れ、の兆候が若者にも親日釈は懸念する
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羽田空港の国際線ターミナルに着いた中

華航空機。 台湾の人々が日本を訪れるに

は、 ピザが出ないなど、 さまざまな制約
がある

4・・・・・

同海電d

時
間
ノ
1
ピ
ザ
待

過」
の
適
用
停
止

だ。
「ノ
l
ピ
ザ
待

過」
は、
例

え
ば
台
北
か
ら
京
京
で

乗
り

継
い
で、

ニュ
ーヨ
ー

ク
に
行

く
場
合、
七
十
三
時

間
以
内

な
ら

ば 、
んmz
港
で

の
閉山市

な
チ

続
き
で
山

京
で

の
滞
径
を
認

め
る
も

の。
こ
れ

は
国
際
慣
行
に
基
づ
く
措

置
で
あ

り、
日
本
政
府
は
七二

年
九
月

の
臼

台
断
交
後
も
十

八
年
以
上、
ノ
i

ピ

ザ
待
遇
を
継
続

し
て
い

た。

と
こ
ろ

が、
九一

年
六
月、
急
増

し
た
外
国

人
不
法
就
労
者対
策

の一

現
と
し
て、
台
湾
を
この
制度
の
適

用
対
象
か
ら
は
ず
し

た
の
で
あ
る。

• t:l本、台間に出兵
・ 同市戦争後の講和条約で消が臼本に台湾を制譲、

湾総務府の統治始まる
・泊朝倒れる
・皇太子補仁
・由央山脈・霧社で先住民が日本人を襲撃。132 人

死亡、215 人が負儲（霧社事件
・2宝湾人の改姓名開始
・第2次大戦 開戦
・台湾人初の志願兵
・台湾人への徴兵制実施
．終戦

・台湾総督府腐止
・聞民党 政権、共産党との内 戦に敗 れ、首都を南京

ら台北へ
• t:l華平和条約制印
・2吉田茂元首相、訪台
・日本、台湾に1 偲5000 方ルの円借ぷ協定締結
・佐藤栄作首ー 相、訪台
・キッシンヲャー米大統領 補佐官、訪中
・中国が国連に加盟、台湾脱退
・ニクソン米大統領、訪中
・ロ中国 交同組、日必平和条約臆説（臼台断交）。

本は台湾に交流協会 、台湾は円本に!!TI東関係協
を開設

・掲1聞東班経済人会議、台北でIJ泊催
・蒋介石総統、死去。厳家雄総統就任

．臼台航空路再開
： 習経国総統就任

本と台湾を結ぶ海底ケーブル（680～）完成
．日本製品1533品目の輸入禁止措眠実胞

・東京地裁、台湾人元軍人軍踊逃肢の補償訪求棄却
・十師苫令官唱者 、軒並四海弥..，.研有権は角間に属すると

、段向裁に上告中〉．警登坦総統就任
・穴台湾 兵死傷者への補償金1 人当たり200万円の

絵が決定
・百湾、ガット加盟附羽
・東京銀行台北駐在民主11務所設立認可

・ 合問、アヲア太平洋経済 協 ノ」閣僚会議C APEC) 
加入

・由来関係協会の名称を台北駐 日経新文化代表処に
更· ＝湾 、日本などの査況なし渡航実施を決定

園田台関係史圃
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台
湾
は
日
本
で

の
窓
口
で
あ
る
台

北
駐
日

経
済
文
化
代

表
処

な
ど

を
通

じて、
ノ
l
ピ
ザ
待
遇

の
復
活
を
再

一－ ．
現
制
し
て
い
る

が、
日
本
政
府
は

受
け
付
け
よう

と
し

な
い。

「
こう
し

た
掛
慨
が、
閣
僚交
流

の
品
川
な
ど

と
は泊
ろ
レベ
ル
で－

H
台
聞

の
し
こ

り
に
なっ
て
い
る

の

は
事

実
で
す。
この

ま
ま
で

は、
台

湾
の
人
の
対
日
感
情
に
ど
ん
な
影

響

を
与え

る
こ

と
か」

。
亙
東
関

係
協

会
秘
諮
問民

の
也
彬
祥
氏
は、
日
本
政

府
に
対
す
る
い

ら
だち
を
隠
そう

と

し
な
い。

対
日
感
情
の
変
化
は

、
民
間
レベ

ル
で
す
で

に
あ

ら
わ
れ
始

め
て
い
る

と
いう。
臼
本
語
を
学
ん
だ
若
者

が
日
本
を
訪
ね
て
帰っ
て
来
る

と

「
以
前
ほ
ど
日
本
が
好
き
で

は
な

く
な
っ

た」
と
いう

人
が
増

え

た、
と
いう

の
だ。

台
湾
で

大
学

の
教
鞭
を
と
る

か

た
わ
ら、
口

本
商
を
教

え
て
い
る

雌井
志
内
枝
・

政
治
大
学
副
教
授

は
「

と
く
に
女
性
は
入
国
時
に、

『
本
当
に
勉
強
目
的
で
す

か』

『
本
当
に
日
本
で

は
仕
事

を
し

な

い
ん
で
す

か』
と
根
ほ

り
葉
ほ

り

聞
か
れ
て、
い
や
な
思
い

を
す
る

よう
で
す」

と
いう。

す
で

に
戦
後
四
十

八
年
が
経
過

し、
口

本
語
を
流
ちょう
に
括
す

台
湾
人
は
商
齢
化
し
て
い
る。
台

湾
の
中
学、
高
校、
大
学

の
必
修

外
国
語
は
英語
で、
四 、
五
カ
所

、
の
大
学

が
日
本
語
科
を
持っ
て
い

る
程
度 。
留
学

先
も、
受

け
入
れ

輸出
跨
併
と
と
方ワ
て
パ
て
ほ砂
土門FJ

1
1
1
カ
IH
aY4
t
し

に
向

かっ
て
い
る。

今後、
台
湾社
会
を
リ
ー
ド
し
て

い
こう

と
す
る

人
々
が、
知
H
派
か

ら
知
米
派
に
移っ
て
い

く
の
で

は
な

シロlw〈柊取材班

小林削減
が
間

当
し

た。
米
川円 ・－
円

か
ら
「
『
組
付
札AZ』

の
試
MV」

を
辿
峨
す
る。

外
国

人
の
大
鼠
流

入
が、
日
本社
会
に
大
き

な
変
化

を
も

た
ら
し
て
い
る。
不
法
就

労、
犯
罪
多
発、
医
療
費
未
払
い

と
いっ

た
問
題
に
も
直
面
し
て
い

る。
外
国

人
労
働
者
や
難

民
に
ど

う
対
応
し
て
い

くべ
き

な
の
か。

回
の
泌
路

に
も

か
か
わ
る
この
間

組
を
迫う。

この
「
台
湾
の
奇
跡」
を
成

し
濯
げ

た
現
実
主
議
的

な
感
覚

は、
対
外
関

係
で
も
発
揮

さ
れ

て
い

ま
す。

北
京
で

の
ア

ヲ
ア

開
発
銀
行総
会
に

代
一点

を
派
出

し、
ア
ヲ
ア
太
平
沖
経
済
協
力

閣
僚

会
議
（
A
P
H
C

）で

も、
中
国

と
の
同
時
加
闘

と
い

う
泊
を
滋
ん
だの
で
す。

さ
ら

l協和11旬、長野県松
本市生まれ。35旬、�
ボ外l!ilil5大棒、40年、
点火大学院社会 学研究
科1.111際関係論課程修
f、社会今博よ。52年
から現臨。点点外国語
大海外事情研究所長を
派任。今秋までカリフ
オJレニア大サンディエ
ゴ校大学院客 員 教授。

「現代n－.同論」 「北京
烈烈」 「新冷戦の時
代」 「国際関係愉」

「三つの中凶」など平寺
山多数 。

今テで〈の す非いに綿て た 国ざ陸に、ム柵ネ問 。幣？とと き 台 。際まに民
そに成｜偲約に り ら同た向 社な影聞

の無しシ同 百 虫宵わ 謀 説が A国響02
見聞た ヨ 国八要低れ 慰 央 巡 毛々を韮
服A現ン家十で 、な係路め 片 と与涜
がv在・ エ闘えも
大生のス き係続活
きじ世テ 延をけ発
議ご雪i 、予�ot 芸窓ぎマ題るス） I I し てま大
ぎ府 し い I ：川H l 埠雪 ｜ ま る だ、問 、ぅ ｜ιvv人JJ.tロ ｜ す 台 そか
蹴 交非こ ・ � ・ 大湾 れら
志 穂公と きのすとで
をm式に く存けす
示コでな な在に
すつも るけl要内 気 に いと るの
ぺ竺い 。るを な湾北おっ 、その 意 世
き ヌ い知の放パとねもま 打うで昧 界
でを か 恕 か置1い しねで ノト すはに
すつ ら を 、しトうてりrj1はな 。まお。な政出と続ナill 、 、l刻、る すげ 73 
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「沈黙の大国」取材班

火曜日から土幅臼まで掲載
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い
か。
台
湾
の
親
日
派
は
そ

の
点

を

懸
念
す
る。

これ
ま
で

の
よう

な
台
湾
政策
を

続
け
て
い

く
限
り、
「
台
湾
は
日
本

に
好
意
的」

と
いう
。

神
話。

が
崩

れ
去
る
日

は
近
い、

と
い

わ
ざ

る
を

得
な
い
よう
だ。

「
今
の
日
本
を
み
て
い
る
と 、
腹
が
立
ち
ま
す」

台
湾
は
資
源
も

な
く、
一
九

行
し

ま
し

た。
政
治
の
多
元
化

七
0

年
代

に
は
国
際社
会
か
ら
は
（
大
陸
か
ら
米

た
国

民
党
よ

締
め
出

さ
れ

た
に
も

か
か
わ
ら
り
も

）野
党

の
民
主
進
歩
党

の

ず、一一
度

の
石
油
危
機
を
見
頃
脱
退
を
招
く
こ

と
が
予
想

さ
れ

に
克
服
し

め
ざ
ま
し
い

経
済
発

ま
し

た
が、
そ
れ

を
あ

え
て
許

出
を
選
げ
ま
し

た。

容
し、

附界史上
で
もユ
ニ
！

ま
た、
八

0
年

代後
半
か
ら
ク
な
「
純
済

の
離
陸」
と
「
政

の
民
主
化
の
流
れ

を
受

け
て、
前
の
円
山
化」
を
同
時
に
成
功

李
笠
間総
統

は
政
治
改信

を
断
さ
せ

た
わ
け
で
す。

台
湾
を
空
白

に
し

た
ま
ま
ア
タ

ア
外
交
を
老

え
て
も、

足
元
は

定
ま
り
ま
せ
ん 。

中
国

の
取
引
力
増
強、
械
央

験
再
開、
ミ
サ
イ
ル
拡
散

な
ど

を
凡
る
限
り、
あ

の
同

は
短
則

的
に
は
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー

カ
ー

に

な
ら

ざ
る

を
仰
ま
せ
ん 。
こう

し
た

問
姻
は
人
組
問
岨
と
と
も

に
中

同
の
国

家
の
あ

り
よう

と

か
か
わっ
て
い

ま
す

か
ら、
当

面、
米
中
関

係
も

大
き

く
は
改

持
さ
れ

な
い
で
しょう。

こう
い

う
状
況
で

は
日
本

も、
あ
る
程
度

の
（
中
国

に
対

す
る

）刺
激、
ト
ラ
ブ
ル
は
や

む
を
仰

な
い。
防相
や
人
楠
へ
の

い

つ

ま

で

中

国

に

お

も

ね

る

の

か

されてい る72時間の査祇（ ピ
ザ 〉なし人民lも紹めていない。
一方、台湾は近く、日本人観光
客の減少防止の意味もあっ て、

観光目的の場合、5日以内のピ
ザなし渡航を解禁する。 乗り継
ぎ客に対しても2週間までピザ
なし入国を認めている。

日
台
の
人
の
往
来
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監
視

は
国
境
を
超

え
た

撃
で一

す
か
ら、
き

ち
ん
と
抗議
すぺ

十

き
だし、
中
国

が
何
か
言っ

た一

ら
反
論
す
る
こ

と
も
必

要
で一

す。

一

従
来
の
外
務
的
主
導
明

の一

「
中

同
を
刺
激
し

な
い」

と
い一

う
外
交
路
線
で
い

く
の
か、
も一

っ
と
主
体性
を
持っ
て
対中
外一

交
を
進

め
る

の
か、
と
いう
こ一

と
で
す。

一

私
は
臼
本
に
新
政
権
が
生

ま一

れ
た

今
は
チャ
ン
ス
だ
と
思
い一

ま
す。
自

民
党
政
楠
は
難
し
い一一

案
件
を
外
部行

に
ま
か
せ
て
い

た
わ
け
で
す

が
、

今
度

の
政相

は、
あ
る
蒜
味
で
e双

人。
で

す
か
ら、

か
えっ
て
政
治

家
ら

し
い

外
交
が
で
き
る

と
胤
い

ま

す。

〈
聞
き
手
小

林蹴）
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